
洲本市域学連携事業10周年記念シンポジウム -冒険し続ける地域と人の作り方-

洲本市企画課 地域おこし協力隊 小林

大学や企業と共に歩む地域団体の活動に関する検討

域学連携10年の批評と、今後10年を見据えた提言

域学連携事業は
地域に何をもたらしたか



発表内容

1.ワーキング検討プロセスのご紹介

2.域学連携事業の地域評価

3.域学連携事業のライフサイクルからみた受け入れ時の重要検討事項

4.今後の域学連携事業への提言
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1.ワーキング検討プロセスのご紹介

域学連携事業に参画している地域（町内会・地域団体）や地元企業、自治体関係者とともに3日間のワーキングを実施。
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WG1日目 WG2日目 WG3日目

ディスカッションワーク前の事前説明

関わった域学連携事業の取り組み
課題感の事前アンケートの実施

域学連携事業の地域評価
ディスカッションワークの実施

ディスカッションワーク後の
意識調査(アンケート)の実施

ディスカッションワークのとりまとめ
結果の共有

ワーキング検討結果方針の確認



1.ワーキング検討プロセスのご紹介

WG2日目のディスカッションワークでは、以下の2点の検討軸で進んでいきました。
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域学連携事業によって
得られた地域づくりの成果
問題や課題・反省点は何か

域学連携事業で円滑な
活動を支えるために必要な
地域側の受け入れ要件は何か



1.ワーキング検討プロセスのご紹介
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1.ワーキング検討プロセスのご紹介
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2.域学連携事業の地域評価：ワーキング結果

地域側が感じる域学連携の成果、ポジティブな側面は以下のような内容に共感が集まりました。
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事業
実績の
積み重ね

2.域学連携事業の地域評価：ワーキング結果

11地域づくりの成果 X 継続的な関係の構築 Y 地域の対外的なブランディング Z

地域団体・町内会

自治体

企業

地域との
接点を持つ
機会の創出

地域活動に
興味がある
人材の発掘

自社の活動の
PRや推進が
見込める

行政の
看板事業として
実績づくり

大学・教育機関
・地域との連携
をPRできる

活動に対して
新しい視点が
加わること

地域住民の
地域づくりの
動機付けに
寄与

新しい関係人口
（人脈資産）
の構築

学生の
地域活動への
参画による
負荷低減
活動進捗



2.域学連携事業の地域評価：得られたものは何か
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情緒的価値
＝前を向く燃料

機能的価値
＝振り返って見える景色
(達成したゴール/構築できたモノコト)

域学連携事業
＝車(移動手段)

地域のありたい姿

活動の進捗 PR活動による認知 商品開発学生からの刺激 地域への誇り 変化・挑戦の姿勢



2.域学連携事業の地域評価：得られたものは何か
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情緒的価値 機能的価値

前提：域学連携事業の成果＝測りにくいものではある

域学連携事業に取り組んだ人
（地域住民、企業、自治体の関係者）が感じる

モチベーション、期待感、使命感の創造

域学連携事業に生み出された
具体的な経済効果や財・サービスの創造

資本（人脈・設備等）の構築

活動の進捗 PR活動による認知 商品開発学生からの刺激 地域への誇り 変化・挑戦の姿勢



域学連携事業
＝車(移動手段)

地域のありたい姿

2.域学連携事業の地域評価：得られたものの具体例
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情緒的価値
＝前を向く燃料

機能的価値
＝振り返って見える景色
(達成したゴール/構築できたモノコト)

淡路ロングトレイル

塔下新池ため池ソーラー発電所

鮎原米・米ワッフルの販売実績



2.域学連携事業の地域評価：時間軸と地域が得る価値の関係性
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価値

時間

情緒的

機能的

短期 長期

青春型

セミプロ型 事業発展型

地域内発展型

大学/学生の技術/学術資源を受けて
地域は機能的価値を享受

学生との交流を経て、新しい視点や
変化する姿勢やモチベーションを享受

域学連携事業を通して得られたエネルギー
を基に地域が自走。大学/学生が伴走。

域学連携事業の取り組みが発展して
事業としての成果を期待



2.域学連携事業の地域評価：浮き彫りになった課題（ネガティブ評価）

地域側が感じる域学連携の課題、ネガティブな評価には以下のような内容に共感が集まりました。

16



2.域学連携事業の地域評価：浮き彫りになった課題（ネガティブ評価）
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学生の入れ替わり 地域人材の入れ替わり

継続的な活動を支える仕組みの不足

域学連携で関わる「学生」が毎年入れ替わること 自治体/企業の担当者の異動
町内会/地域人材の担い手や引継ぎ人物の不在

キーパーソン不足 活動へのストレス ノウハウの消失活動背景の引継ぎ 地域の理解不足 活動の熱量のムラ

仕組み不足の状況でも、洲本市の域学連携事業が継続している背景には
強力な先導者の存在、寛容な地域住民の存在、臨機応変で柔軟な対応を受け入れる関係性のある雰囲気



2.域学連携事業の地域評価：浮き彫りになった課題（ネガティブ評価）
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価値

時間

情緒的

機能的

短期 長期

青春型

セミプロ型 事業発展型

地域内発展型

大学/学生の技術/学術資源を受けて
地域は機能的価値を享受

学生との交流を経て、新しい視点や
変化する姿勢やモチベーションを享受

域学連携事業を通して得られたエネルギー
を基に地域が自走。大学/学生が伴走。

域学連携事業の取り組みが発展して
事業としての成果を期待

活動の連続性が求められる 課題の主な発生源



域学連携事業のライフサイクルの視点から、地域側が考える重要検討事項には以下のような内容に共感が集まりました。

20

3.域学連携事業のライフサイクルからみた受け入れ時の重要検討事項



3.域学連携事業のライフサイクルからみた受け入れ時の重要検討事項

域学連携事業のライフサイクルを意識したワークでは、導入期には地域と大学など、関係者のマッチングが重要との傾向が明らかに
なりました。
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導入期 成長期 成熟期 衰退期導入前

地域づくりの
ゴール設定の内製

地域づくりの
ゴール設定の共有

域学連携受け入れの
心得・要件の確認

地域と学生のマッチング

ゴール設定・活動内容見直し
活動資源の確保
（人材・予算）

継続できる属人化しない仕組みづくり

域学連携事業
のスタンス

未来課題思考

・地域がなりたい姿を考えていくことに期待感をもって取り組める
・地域がなりたい姿に必要なことにアプローチする

現在課題思考

・未来課題思考に比べてやや消極的。
・目の前の課題に対して解決策検討になりがち。

凡例：重要検討事項



地域B
プロジェクト

前後につなぐ仕組み

ワーキングの中で浮き彫りになった課題や、域学連携事業で地域に求められる要件・整えるべき工夫の検討結果を基に、今後の
事業推進への地域視点の提言を下記のイメージで示します。

22

横へつなぐ
仕組み

地域A
プロジェクト

2022年 2023年 2024年
伴走・記録・教育 計画策定

管理・共有

運用する仕組み

4.今後の域学連携事業への提言



4.今後の域学連携事業への提言

浮き彫りになった課題から求めらえる施策の具体的なメニュー案は以下の通り。
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3つの施策案 メニュー案 詳細

前後をつなぐ仕組み ・活動の引継ぎ資料の作成 ・活動の内容や関係者、活動経緯や成果物が分かるように
アーカイブとなる資料を取りまとめる（フォーマット提供や資料
作成支援）

・学生への地域活動前教育
（コミュニケーションの場）

・域学連携に関わる学生に対して、アーカイブ資料を基にし
た事前教育の支援

・活動の伴走支援 ・マッチングやゴール設計、活動中の伴走支援

左右をつなぐ仕組み ・他活動のノウハウの共有 ・他の活動のアーカイブなどを集約・共有できるプラットフォー
ム的な場所

・域学連携受入前の地域間教育 ・新規に域学連携を取り掛かる地域や団体（企業）向け
に心得的なものを共有する教育機会の提供（フォーラムやコ
ミュニティのような場所）

運用する仕組み ・各プロジェクトのアーカイブ資料の管
理・運用

・各プロジェクトの活動記録や暗黙知の言語化支援を行い、
管理運用する役割

・伴走支援者の割り当て ・伴走支援をする者の割り当てや支援者のサポート

・地域おこし協力隊の活用
・地域活性化企業人

・地域おこし協力地が伴走者として機能
・地域おこし協力隊OBOGになって伴走者へ
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